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神輿渡御を終えて、いよいよ宮入り

高
円
寺
氷
川
神
社

令
和
七
年

神
幸
祭

８
月
２
３
日(

土) 

神
幸
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。
神
幸
祭
と
は

令
和
元
年
の
御
代
変
わ
り
の
年
に
誕
生
し
た
本
社
神
輿
が
、
氏

子
地
域
を
巡
幸
す
る
大
切
な
神
事
で
す
が
、
今
年
も
無
事
に
斎

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
社
神
輿
渡
御
は
、
氏
子
地
域

を
護
る
氏
神
様
が
力
を
振
り
注
ぎ
厄
祓
い
が
さ
れ
る
と
い
わ
れ

て
ま
す
。
本
社
神
輿
が
巡
幸
し
た
こ
と
で
、
氏
子
地
域
全
体
の

無
病
息
災
繁
栄
を
見
守
り
続
け
て
戴
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

氏
子
青
年
会
が
中
心
と
な
り
「
神
幸
祭
委
員
会
」
を
発
足
し

て
、
今
春
よ
り
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
関
係
者
全
て
の
ご

協
力
も
賜
り
、
無
事
に
神
幸
祭
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

神
輿
行
列
に
は
氏
子
総
代
、
宝
扇
会
、
お
囃
子
、
担
ぎ
手
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
の
他
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
で
構
成
し
、
総

勢
１
２
０
名
に
ご
参
加
戴
き
ま
し
た
。
巡
幸
ル
ー
ト
は
Ｊ
Ｒ
高

円
寺
駅
の
北
口
、
南
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
一
周
す
る
短
い
も
の

で
し
た
が
、
高
円
寺
駅
前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
多
く
の
通
行
人

に
も
本
社
神
輿
渡
御
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
車
道

を
使
用
し
た
こ
と
で
、
交
通
に
支
障
を
き
た
し
ま
し
た
が
、
警

察
官
や
警
備
員
の
尽
力
も
あ
り
大
き
な
混
乱
を
招
く
こ
と
な
く

事
故
も
な
く
巡
幸
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
改
善
す
べ
き
点
は
き
ち
ん
と
改
善
し
て
、
次
回
の
神

幸
祭
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
も
大
き
な
事
故
な
く

け
が
人
な
く
斎
行
で
き
た
こ
と
を
、
改
め
て
全
て
の
関
係
者
に

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ろう

出発前に参加者で記念撮影

例
大
祭

令
和
七
年

８
月
２
４
日(

日)

例
大
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
東
京
で
今
年
最
高
の
気
温

が
観
測
さ
れ
る
、
ま
さ
に
「
猛
暑
日
」
と
な
り
ま
し
た
。
地
元
の
お
店
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
、
子
供
た
ち
に
よ
る
お
店
の
出
店
を
し
て
戴
き
ま
し
た
。

例
大
祭
で
は
氏
子
総
代
を
は
じ
め
、
氏
子
崇
敬
者
、
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
参
列
し
て

戴
き
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
十
時
よ
り
宮
司
以
下
、
祭
員
、
参
列
者
が
社
務
所

前
に
並
び
、
社
殿
ま
で
参
進
し
て
神
事
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
ず
修
祓
を
受
け
た
後
に
、

宮
司
一
拝
、
開
扉
、
巻
簾
、
献
饌
と
続
き
、
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏
上
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宮
司
に
続
き
、
氏
子
総
代
責
任
役
員(

大
河
原
章
雄
様
、
田
中
寬
様)

を
は
じ

め
、
氏
子
総
代
、
ご
来
賓
の
皆
様
が
玉
串
を
ご
神
前
に
奉
り
、
こ
の
一
年
の
神
恩
感
謝

を
ご
奉
告
し
、
ま
た
次
の
一
年
が
安
寧
、
弥
栄
、
心
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
祈
念

し
ま
し
た
。
神
事
後
は
さ
さ
や
か
で
す
が
直
会
も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
つ
つ
一
つ
一
つ
前
に
進
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神事後に記念撮影

一年の神恩感謝を示しました参進のようす
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～例大祭の様子～

例
大
祭
奉
納
者
ご
芳
名

令
和
七
年

金
壱
拾
萬
円

㈱
ミ
リ
オ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
取
締
役
小
島
豊

氏
子
有
志
一
同

紺
谷
尚
昌

金
伍
萬
円

渡
辺
建
設
㈱
代
表
取
締
役
社
長

渡
辺
健
司

氏
子
総
代
責
任
役
員
渡
辺
忠
司

長
仙
寺
住
職
坂
井
常
宏

金
参
萬
円

氏
子
総
代
責
任
役
員
大
河
原
章
雄

氏
子
総
代
責
任
役
員
田
中
寬

三
上
富
三

金
弐
萬
円

㈱
ノ
グ
チ
不
動
産

氏
子
総
代
責
任
役
員
大
河
原
和
雄

㈲
田
丸
屋
不
動
産
山
下
正
宏

高
円
寺
ビ
ル
藤
村
そ
の
枝

合
資
会
社
天
名
家

中
村
司

高
円
寺
南
商
店
会

金
壱
萬
円

馬
橋
商
興
会
里
見
秀
和

村
田
光
一
郎

高
南
宝
扇
会

㈲
金
井
エ
ス
テ
ー
ト
伊
藤
正
智

鎗
田
政
信

㈱
ア
ー
キ
テ
ッ
ク
北
斗

コ
ク
テ
イ
ル
書
房
狩
野
俊

高
円
寺
北
中
通
り
商
栄
会

㈱
サ
ニ
ー
フ
ー
ド

氏
子
総
代

戸
塚
康
司

読
売
新
聞

平
野
善
生

大
河
原
善
雄

城
南
信
用
金
庫

高
円
寺
支
店

幡
野
悦
子

㈲
石
吉
山
崎
顕
司

武
田
周
吾

三
村
建
設
㈱
三
村
義
昭

大
東
京
信
用
組
合
高
円
寺
支
店

い
ろ
は
鮨

田
中
成
志

ア
ッ
プ
リ
フ
ト
コ
ー
ヒ
ー
ア
ン
ド

ブ
レ
ッ
ク
フ
ァ
ス
ト

蔵
王
薬
局

内
山
健
二
郎

内
山
真
李

奥
田
敬
三

松
浦
歯
科
医
院

高
円
寺
氷
川
神
社

氏
子
青
年
会

さ
ぬ
き
や
近
藤
康
浩

平
安
祭
典

馬
橋
稲
荷
神
社
氏
子
青
年
会

大
宮
八
幡
宮
氏
子
青
年
会

エ
ト
ア
ー
ル
通
り
商
店
会

東
京
高
円
寺
大
道
芸
振
興
協
会

㈱
き
ら
ぼ
し
銀
行
高
円
寺
支
店

氏
子
総
代
髙
田
芳
作

佐
野
歯
科
医
院

伊
藤
奈
美
子

榎
本
享
二

金
伍
阡
円

山
和
証
券
㈱
高
円
寺
支
店

西
川
質
店
西
川
陽
子

水
品
雅
江

㈱
不
二
屋
谷
岳
明

お
食
事
処

む
ら
た

藤
崎
明

日
興
商
事
㈱

か
め
や

市
川
敬
喜

高
住
智
子

杉
並
消
防
団

第
四
分
団

鎌
田
文
彦

㈲
上
野
工
務
店
上
野
撤
雄

メ
ゾ
ン
ラ
ヴ
ィ
ー
ヌ
小
澤
よ
し
美

泰
友
建
設
㈱
渡
辺
泰
幸

前
川
静
枝

伊
藤
幸
信

さ
わ
や
こ
お
ふ
ぃ
中
澤
恒
平

高
円
寺
南
中
央
通
り
商
店
会

杉
並
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
道
場
山
田
大
輔

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
劇
場
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

金
伍
阡
円

氏
子
総
代
三
上
忠
彦

西
尾
芳
秋

杉
並
警
察
署

み
ん
な
の
お
家

エ
ル
ガ
ー
ハ
ウ
ス

大
河
原
陶
器
店

氏
子
総
代
高
山
康
雄

合
同
会
社
マ
ル
ミ

渡
邉
英
治

亀
屋
精
肉
店

藤
森
ハ
ル
エ

中
村
レ
イ
コ

田
代
修

㈲
え
ん
じ
不
動
産

杉
並
消
防
署

御
苑
雄
次

岡
宗
幸
子

室
蘭
出
口
雄
彦

氏
子
地
域
町
会
奉
納

北
一
丁
目
町
会

北
二
丁
目
町
会

北
中
央
自
治
会

北
庚
申
文
化
会

中
通
町
会

南
五
丁
目
町
会

南
中
央
町
会

南
氷
川
町
会

緑
ヶ
丘
町
会

パ
ル
商
盛
会

清
酒

㈱
三
井
住
友
銀
行

㈱
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
荻
窪
支
店

氏
子
有
志
一
同

宮
本
卯
之
助
商
店

恵
比
寿
ク
リ
ニ
ー
ク
産
後
整
体
院

立
正
佼
成
会
杉
並
教
会

鯛Ｂ
Ｎ
高
円
寺
高
山
康
雄

ビ
ー
ル
一
打

森
田

金
壱
萬
円

花
桃
カ
フ
ェ
亘
亜
矢
子

愛
川
屋
太
田
裕
子

神
幸
祭
委
員
長
由
井
営
太
郎

㈱
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
高
円
寺
支
店

※

順
不
同
・
敬
称
略
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氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ
ビ
ア

デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社
に

届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
素
敵
な

盆
栽
を
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

【氷川神社】
・初秋の三つ巴
・疾走するパンダさん

 【気象神社】
・一等賞のうさぎさん
・色とりどりの旗
※公式サイトに過去の御朱印を
掲載してますので、ご覧ください。

今
月
の
盆
栽

編
集
後
記

生命の言葉(令和七年九月)

今
月
の
御
朱
印

氷
川
神
社
で
は
各
種
祈
祷
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
気
象
神
社
で
は
晴
天
祈
願
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
祈
願
を
承
っ
て
お
り

ま
す
。(

会
社
、
法
人
、
団
体
様
の
み
が

対
象
と
な
り
ま
す)

今月の花手水

いのち

「
や
ま
と
歌
」(

和
歌)

は

人
の
心
を
種
と
し
て

そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る

ひ
か
わ
２
３
４
号
を
お
送
り
し
ま

し
た
。
東
京
の
８
月
は
日
最
高
気

温
３
５
度
以
上
の
「
猛
暑
日
」
が

１
０
日
連
続
続
き
、
ま
た
年
間
猛

暑
日
が
２
３
日
と
い
ず
れ
も
過
去

最
多
と
な
り
ま
し
た
。
当
神
社
の

神
幸
祭
、
例
大
祭
の
両
日
も
最
高

気
温
が
３
８
度
と
記
録
的
な
猛
暑

と
な
り
ま
し
た
が
、
特
に
大
き
な

事
故
な
く
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
高
円
寺
の
夏

を
彩
る
「
第
６
６
回
東
京
高
円
寺

阿
波
お
ど
り
」
も
１
０
０
万
人
の

来
場
者
に
よ
り
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
今
後
も
氏
子
地
域
の

安
寧
、
弥
栄
を
祈
念
し
ま
す
。

東
京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
は
元
々

氷
川
神
社
へ
の
奉
納
お
ど
り
と
し
て

始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
開
幕
前
日
の

金
曜
日
１
６
時
か
ら
恒
例
の
「
奉
納

お
ど
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
神
社

で
お
祓
い
を
受
け
て
戴
い
た
後
に
奉

納
お
ど
り
を
披
露
し
て
戴
き
ま
し
た
。

NPO法人 東京高円寺阿波おどり振興協会

第66回東京高円寺阿波おどり
安
全
祈
願
祭
・
晴
天
祈
願
祭

８
月
９
日(

土)

、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東
京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
振
興
協

会
が
安
全
祈
願
祭
と
晴
天
祈
願
の

為
に
御
来
臨
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
３
２
年(

１
９
５
７
年)

に
、

高
円
寺
の
街
の
賑
わ
い
を
求
め
て

一
つ
の
商
店
街
で
始
ま
っ
た
高
円

寺
阿
波
お
ど
り
。
本
行
事
は
隣
接

す
る
商
店
街
か
ら
周
辺
町
会
、
自

治
会
に
も
拡
大
し
、
こ
の
街
に
育

ま
れ
な
が
ら
、
現
在
で
は
１
万
人

が
踊
り
手
と
し
て
参
加
し
、
１
０

０
万
人
の
来
場
者
の
歓
声
が
響
く
、

東
京
の
夏
を
代
表
す
る
風
物
詩
と

言
わ
れ
る
ま
で
に
成
長
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
高
円
寺
氷
川
神
社
へ

の
奉
納
踊
り
が
原
点
で
も
あ
り
ま

し
た
。

今
年
も
安
全
祈
願
祭
に
加
え
て
、

当
日
が
好
天
に
恵
ま
れ
ま
す
よ
う

に
気
象
神
社
で
の
「
晴
天
祈
願
」

の
祭
事
も
斎
行
さ
せ
て
戴
き
ま
し

た
。当

日
は
晴
天
の
下
、
河
原
一
理

事
長
以
下
多
く
の
関
係
者
に
御
参

列
戴
き
、
無
事
に
安
全
祈
願
祭
、

晴
天
祈
願
祭
を
執
り
収
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

令和７年９月の御朱印

◆
「
奉
納
お
ど
り
」
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